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　福祉実践教室は、障がいのある当事者を学校に招いたり、福祉に関する授業を行うことで、児童の
思いやりの心や共に生きる力を育む取り組みです。
　6月2日(火)、社協職員が講師となり、小学4年生を対象に、『ふくしってなあに？』、『バリアフリ
ーとユニバーサルデザイン』 の２つの授業を実施しました(写真①②)。
　授業では、児童が「自分の役割」について考え、木のイラストで表現しました(写真③)。家庭・学
校・地域など、さまざまな場面で人には役割があり、その役割を果たすことが自分や周りの幸せにつ
ながることを学びました。また、ユニバーサルデザインの一つであるピクトグラムを紹介し、児童自
身が学校で使えるピクトグラムを制作しました(写真④)。相手の立場に立って考える体験となり、児
童たちの創造力が光る時間となりました。今後は、視覚障がい、認知症など、より具体的な福祉のテ
ーマについて学んでいく予定です。

地域のこと語ろう会
八幡地区
コミュニティソーシャル

                                                              ワーカー

青少年ボランティア・市民活動体験事業

  

初‼コラボ開催

2026

事　前
説明会

8/12 時 間 13:30-15:30
参 加 無 料

申込み
　

　7/1(水)～7/8(水)

 申込み不要 途中退出可

テーマ    地域のつながりと防災と暮らしを考える

スターバックスコーヒー
知多信濃川店

地域の気になるを共有💡

夏休みボランティア募集

　5月15日(金)、八幡コミュニティセンターで「知
多のホッとスペースおいなあ」が、やわた食堂の待
ち時間に親子向けのくつろぎ空間を提供しました。
　次回は7月17日(金)午後5時15分～午後7時。
おいなあ×やわた食堂×tanemakiのコラボで、胎
内写真や胎児人形、絵本などを自由に見られる展示
を予定しています。

新サロン誕生

知多市社協
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ふ ま る 月

　コミュニティソーシャルワーカー（CSW）は、くらしのかかりつけ相談員です。
　地域に出向き、つぶやきに耳を傾け、くらしの困りごとを抱えた人に様々な制度や
サービスへのつなぎを行います。人・活動・地域をつなげることで個別支援と地域づ
くり支援を行い、地域とともに支え合いのまちづくりを推進していきます。

通く 信
第14号

チータン

中 学 校 区

　来所・電話

　右下の二次元コードより

下記 
お問い合わせ先へ 

です青木

７/８(水)

期　間　8/1(土)～8/31(月)

要申込み 事前説明会あり

　市内在住、在勤、在学の

　中学生以上、大人も可

7/21(火)10:00～,13:30～

7/23(木)10:00～,13:30～

　（土日祝を除く）

詳しくはこちら▼

スマホ・パソコン サロンおいなあ×やわた食堂

つつじが丘小学校で福祉実践教室が始まりました

日　時：毎週火曜日　午前10時～正午
場　所：つつじが丘コミュニティセンター
　　　　調理室
参加費：無料（誰でもいつでも参加可）

(水)
場　所　青少年会館　会議室１

時 間 10:00-12:00
１ドリンク注文制

初‼

コラボ開催
場     所

　6月7日(日)に、東海地方も
梅雨入りしましたね。雨の季節
に気分が明るくなるよう、地域
の方がちぎり絵で『あじさい』
を作ってくださいました。

① ② ③ ④

お問合せ先　知多市社会福祉協議会（知多市総合ボランティアセンター）☎0562-39-0800
知多市緑町12－1（市民活動センター内）受付時間　平日午前９時から午後４時まで

▲お楽しみ読み聞かせタイム ▲けん玉がつなぐあたたかい時間 ▲旅行先を検討中 ▲おしゃべりしながら、スマホの操作を共有中



　これからの地域づくりに必要な視点を学び、自治会だけでは届きにくい層へのアプローチや、多様なつながり
を生かした地域づくりについて考える機会としたいと考えています。また、避難行動要支援者など災害時に支援
が必要な方とともに進める地域づくりを通して、日常的に安心して暮らせる関係づくりを目指します。
　ぜひ、お誘いあわせの上、ご参加ください。

地

域

が
変わると、暮らしが変わる
～持続可能な地域コミュニティの実現に向けて～





ああんんししんんととななりり組組・・避避難難行行動動要要支支援援者者支支援援事事業業講講演演会会

あんしんとなり組・避難行動要支援者支援事業講演会

作野　広和

島根大学
教育学部

教授

   1968年島根県松江市生まれ。広島大学大学院文学研究科修了。広島大学助手、

島根大学准教授を経て、2014年より現職。2024年度より島根大学教育学部附属学校部長。

専門は農業・農村地理学、過疎・中山間地域論。日本地理学会代議員、人文地理学会代議員

を務めるほか、総務省過疎問題懇談会構成員、農林水産省鳥獣害対策アドバイザー、

兵庫県地域再生アドバイザー、島根県中山間地域研究センター客員研究員などを歴任。

さ く の 　 ひ ろ か ず

さん

 基調講演 13:40‐14:40

■

新知コミュニティ　地域行事に防災の視点を取り入れた取組
　　　　　　　　　





黄色のタオルで安否確認の取組

参加
無料

令令和和８８年年度度



令和８年度



会場：知多市勤労文化会館　やまももホール

14:50‐15:10 実践報告

リフレクション・講評 15:10‐15:45
講演や実践報告を聞いて感じたことや気づきを、参加者同士で振り返ります

入会や活動についての問い合わせ先

申 込 み に つ い て

主　　催：知多市・知多市社会福祉協議会・知多市民生委員児童委員協議会
問合せ先：電話 ０５６２-３９-０８００　メール shakyo-c@ma.medias.ne.jp
受付時間：平日 ９：００−１６：００

７月11日 土 13:30‐15:45　
（13:00

受付開始)

▲申込みフォーム

申込方法：電話もしくは、右記の二次元コード

申込期間：６月２日（火）〜 ７月２日（木）

定　　員：一般参加１００名（申込順）
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